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住
民
の
手
に
よ
る

放
課
後
の
児
童
学
習

会
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス

教
室
、
ス
ポ
レ
ッ
ク

教
室
。
地
域
ぐ
る
み

の
「
運
動
会
」「
夏
祭

り
」
冬
の
「
キ
ャ
ン

ド
ル
祭
り
」
住
民
と

共
に
築
き
上
げ
た「
竜

宮
城
」
の
活
動
が
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
当

地
の
「
地
域
づ
く
り

協
議
会
」
が
農
林
水

産
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
こ
と
と
共
に
住
民
み
ん
な
の
誇
り
と
喜

び
で
す
。
多
く
の
支
援
団
体
に
感
謝
を
申

し
上
げ
受
賞
の
喜
び
と
致
し
ま
す
。

津
南
町
公
民
館

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

一
人
一
学
習
、
一
ス
ポ
ー
ツ
、

�

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
町
民
の
ニ
ー
ズ
と
向
き
合
い
、

�
時
代
に
即
し
た
公
民
館
活
動
を
」

〜
第
74
回
文
部
科
学
省
優
良
公
民
館
表
彰
受
賞
に
あ
た
り
〜

�

津
南
町
公
民
館
長　

内
山
純
一

　

こ
の
度
は
、
栄
あ
る
文
部
科
学
省
優
良

公
民
館
表
彰
を
い
た
だ
き
大
変
光
栄
に
存

じ
ま
す
。

　

津
南
町
公
民
館
が
産
声
を
上
げ
た
の
が

昭
和
34
年
。
以
来
、
昭
和
、
平
成
そ
し
て

現
在
の
令
和
時
代
と
長
い
間
の
変
遷
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
公
民

館
活
動
に
携
わ
れ
た
歴
代
の
ス
タ
ッ
フ
や

現
場
活
動
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
町
民
の

持
続
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
今
日
ま
で
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
た
こ
と
が
こ
こ
に
大

輪
の
栄
誉
を
授
か
っ
た
こ
と
と
認
識
い
た

し
、
改
め
て
こ
れ
か
ら
の
活
動
の
再
ス
タ
ー

ト
の
節
目
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

公
民
館
は
、
い
ろ
い
ろ
な
世
代
の
方
々
の

活
動
の
拠
点
で
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

あ
り
地
域
や
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
希
薄
と
な
り
つ
つ
あ
る
今
日
、

公
民
館
活
動
も
新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ

て
き
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
引
き

続
き
町
民
の
ニ
ー
ズ
に
し
っ
か
り
と
向
き

合
い
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
即
し
た
公
民

館
活
動
を
今
後
も
積
極
的
に
展
開
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
受
賞
に
当
た

り
ご
支
援
と
ご

協
力
を
い
た
だ

い
た
関
係
各
位

に
深
甚
な
る
敬

意
と
感
謝
を
表

し
簡
単
で
は
あ

り
ま
す
が
、
感

謝
の
言
葉
と
い

た
し
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
で
は
、
公
民
館
や
そ
の
他
公

民
館
と
同
等
の
社
会
教
育
活
動
を
行
う
施
設

の
う
ち
、
今
後
の
公
民
館
活
動
の
充
実
・
振

興
に
資
す
る
た
め
、
各
都
道
府
県
に
お
い
て

特
に
優
秀
な
成
果
を
上
げ
、
他
の
模
範
と
認

め
ら
れ
る
公
民
館
を
優
良
公
民
館
と
し
て
文

部
科
学
大
臣
が
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
優
良
公
民
館
表
彰
受
賞
館
は
65

館
（
う
ち
12
館
は
公
民
館
と
同
等
施
設
）
と

な
り
、
新
潟
県
か
ら
糸
魚
川
市
上
南
地
区
公

民
館
と
津
南
町
公
民
館
が
受
賞
し
ま
し
た
。

糸
魚
川
市
上
南
地
区
公
民
館

【
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
】

み
ん
な
が
輝
く
公
民
館
は
、
�

み
ん
な
の
輝
く
公
民
館

令
和
３
年
度
全
国
優
良
公
民
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰

「
受
賞
は
住
民
み
ん
な
の
誇
り
と

�

喜
び
で
す
」

　
　
　

糸
魚
川
市
上
南
地
区
公
民
館

�

館
長　

伊
藤
幸
雄

　

僻
地
上
南
に
平

成
20
年
地
域
の
拠

点
施
設
と
し
て
き

れ
い
な
「
公
民
館
」

（
愛
称
竜
宮
城
）

が
創
設
さ
れ
館
は

み
ん
な
の
寄
り
所

と
な
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省 

優
良
公
民
館
賞
受
賞
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い
が
た

生
涯
学
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集
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟　

令
和
４
年
度
学
生
募
集

１
．
入
学
資
格

　

�　

県
内
に
居
住
す
る
概
ね
60
歳
以
上
の
方
で
、
か
つ
学
習

の
成
果
を
地
域
活
動
で
役
立
て
る
な
ど
社
会
参
加
意
欲
の

あ
る
方

２
．
申
込
方
法

　

�

①�

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
専
用
ホ
ー
ム

か
ら
申
し
込
む
（
申
込
フ
ォ
ー
ム
は

３
月
15
日
公
開
）

　
　

�https://w
w
w
.fukushiniigata.

or.jp/koureisha/

　

②
郵
送
で
申
し
込
む

　
　

�

返
信
用
封
筒
（
長
形
３
号
12
×
23.5
㎝
）
に
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の
上
、
84
円
切
手
を
貼
付
し
た

も
の
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
申
込
用
紙
を
返

送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
に
ご
記
入
の
上
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

３
．
募
集
期
間

　
　

令
和
４
年
３
月
15
日
㈫
〜
４
月
15
日
㈮

４
．
会
場
・
募
集
人
数

　

◦
新
潟
市
：
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
120
名
（
２
ク
ラ
ス
各
60
名
）

　

◦
長
岡
市
：
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
50
名

　

◦
上
越
市
：
高
陽
荘
30
名

５
．
入
学
者
の
決
定

　

◦�

募
集
定
員
を
超
え
て
申
し
込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
締

切
後
に
抽
選
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

　

◦�

結
果
は
、
５
月
中
旬
ま
で
に
応
募
者
全
員
に
文
書
で
通

知
し
ま
す
。

こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
。
自
己
研
修
で
す
か
、
職
員
研
修
の

機
会
を
利
用
し
て
い
ま
す
か
。
是
非
お
薦
め
し
た
い
の
は
仲

間
と
の
情
報
交
換
で
す
。
他
者
の
考
え
方
や
視
点
は
自
己
を

振
り
返
る
作
業
に
と
て
も
有
効
で
す
。
た
ま
に
は
ぐ
ち
を
言

い
合
え
る
仲
間
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。
正
式
な
会
議
や
研
修
会

で
な
く
気
軽
に
話
し
合
え
る
関
係
が
緩
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。

　

私
は
臨
時
職
員
だ
か
ら
と
か
会
計
年
度
任
用
職
員
だ
か
ら

そ
こ
ま
で
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
住
民
サ
イ
ド

か
ら
み
れ
ば
あ
な
た
は
同
じ
公
民
館
職
員
な
の
で
す
。
し
っ

か
り
と
し
た
言
動
の
職
員
の
周
り
に
は
多
く
の
住
民
が
集

ま
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
続
く
と
い
ろ
い
ろ
な
役
立
つ

情
報
が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
、
あ
な
た
に
も
学
び
の
場
に
な

り
ま
す
。
た
と
え
、
公
民
館
を
離
れ
た
と
し
て
も
こ
の
学
び

の
姿
勢
は
あ
ら
ゆ
る
場
に
通
用
し
ま
す
。

こ
れ
が
社
会
教
育
力
で
す
。

　

さ
あ
、
思
い
切
っ
て
前
を
向
い
て
動
き
出
し
ま
せ
ん
か
。

　

仲
間
づ
く
り
・
つ
な
が
る
・
学
び
合
い
は
、
事
業
に
参
加

す
る
方
々
だ
け
の
ね
ら
い
で
は
な
い
は
ず
で
す
。

　

新
潟
県
の
社
会
教
育
の
振
興
を
図
る
新
潟
県
生
涯
学
習
協

会
は
社
会
教
育
関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
活
動
の

柱
の
ひ
と
つ
で
す
。

◦
つ
な
が
り
た
い
が
、
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

◦
自
己
研
修
を
し
た
い
が
テ
キ
ス
ト
を
紹
介
し
て
欲
し
い
。

◦
地
域
で
相
談
で
き
る
人
を
紹
介
し
て
欲
し
い
。
等
々

　

相
談
し
て
く
だ
さ
い
！

【
新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
事
務
局
】

　

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
内

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ�:�

０
２
５-

２
５
０-

０
１
２
１

　

E-m
ail�:�S

yakyo56@
feel.ocn.ne.jp

新
潟
県
生
涯
学
習
協
会

公
民
館
職
員
、
公
民
館
の
協
力
員
・
支
援
者
の
あ
な
た
へ

︱
ゆ
る
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
い
か
が
で
す
か
！
︱

　

あ
な
た
は
一
年
目
を
覚
え
て
い
ま
す
か
。

　

社
会
教
育
、
生
涯
学
習
っ
て
何
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。

事
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
そ
こ
そ
こ
参
加
者
が
あ
る
の
で
こ
の
ま

ま
で
。
窓
口
で
は
利
用
者
か
ら
い
ろ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
る

と
「
私
は
公
民
館
一
年
目
な
の
で
よ
く
分
か
ら
な
い
ん
で
す
」

で
し
た
か
。

　

さ
て
現
在
は
、
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
つ
い
て
、
公
民

館
の
役
割
に
つ
い
て
、
公
民
館
と
コ
ミ
セ
ン
の
違
い
、
自
分

が
関
わ
る
事
業
の
目
的
や
ね
ら
い
等
を
平
易
な
言
葉
で
説
明

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
こ
れ
は
何
年
か
す
る
と

誰
も
が
気
付
く
こ
と
で
す
が
、
こ
の
迷
い
の
時
が
そ
の
後
の

あ
な
た
の
仕
事
の
明
暗
を
分
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

公
民
館
は
社
会
教
育
施
設
で
あ
り
、
職
員
や
関
係
者
は
学

習
機
会
を
提
供
す
る
側
で
あ
り
、
学
習
支
援
者
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
の
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

あ
な
た
は
こ
の
ス
キ
ル
を
獲
得
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
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「ラ・ラ・ネット公民館」の情報内容

①公民館登録した講座情報や活動紹介
　新着順で表示されます。

②新潟県内の生涯学習取組事例集
　年度ごとに推進センターが集約した講座
チラシ等の情報が掲載されています。講座
の立案の御参考にしてください。
※年に一度２月頃、該当年度の情報が掲載
　されます。

③県内の公民館一覧
　市町村等、地区ごとに抜粋して表示する
こともできます。

↑ラ・ラ・ネット公民館バナー

↑ラ・ラ・ネット公民館QRコード

↓「ラ・ラ・ネット公民館」トップページ

↑マイページ登録QRコード

No.817� 令和4年2月25日

新
潟
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
公
民
館
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
公
民
館
」
は
新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進

セ
ン
タ
ー
が
運
用
し
て
い
る
県
内
公
民
館
の
情
報
発
信
・
共

有
サ
イ
ト
で
す
。
公
民
館
を
通
し
て
地
域

を
学
び
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
っ

て
い
く
た
め
に
「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
公
民
館
」

を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト
公
民
館
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
込
む
か「
ラ
・

ラ
・
ネ
ッ
ト
」
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
右
下
に
あ
る
バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
。

　

尚
、「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ
ト

公
民
館
」
に
情
報
を
登
録
す

る
た
め
に
は
、「
ラ
・
ラ
・
ネ
ッ

ト
」
マ
イ
ペ
ー
ジ
へ
の
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
マ
イ

ペ
ー
ジ
へ
の
登
録
は
「
ラ
・

ラ
・
ネ
ッ
ト
」
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
で
き
ま
す
。
ま
た
、

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
い
た
だ

い
て
も
同
様
の
登
録

が
で
き

ま
す
。

６
．
基
礎
応
用
課
程
（
２
年
間
）

　

◦
受
講
料
：
６
，６
０
０
円
（
年
間
）

　

◦
開
講
期
間
：
６
月
〜
10
月
（
12
日
間
）

　

◦
講
義
時
間
：�
基
本
13
時
00
分
〜
16
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　

�（
１
年
次
は
４
日
間
10
時
00
分
〜
16
時
00
分

の
日
あ
り
）

　

◦
講
義
内
容
：
１
年
次
（
予
定
）

　
　

◦
人
と
繋
が
る
会
話
術

　
　

◦
西
洋
音
楽
の
魅
力

　
　

◦
介
護
の
基
本
と
認
知
症

　
　

◦
薬
と
健
康

　
　

◦
救
命
救
急
の
基
礎

　
　

◦
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎

　
　

◦
自
己
表
現
と
関
係
づ
く
り

　
　

◦
生
き
が
い
探
し
と
地
域
づ
く
り

　
　

◦
高
齢
者
が
知
っ
て
お
き
た
い
法
律

　
　

◦
い
ま
ニ
イ
ガ
タ
で
世
界
遺
産
を
考
え
る

　
　

◦
私
達
の
暮
ら
し
と
地
球
温
暖
化
問
題
に
つ
い
て

　
　

◦
か
ら
だ
の
動
き
を
良
く
す
る
為
に
は
何
が
必
要
か
‼

　
　

◦
社
会
・
人
の
つ
な
が
り
と
健
康
寿
命

　
　

◦
交
通
事
故
防
止
と
地
域
安
全
活
動
の
実
際

　
　

◦�

人
口
減
少
・
少
子
社
会
に
お
け
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援

７
．
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先

　
　

�

社
会
福
祉
法
人
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会　

　
　

地
域
福
祉
課
（
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
新
潟
事
務
局
）

　
　

〒
９
５
０-

８
５
７
５

　
　

�

新
潟
市
中
央
区
上
所
２-

２-

２　

新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
３
階

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
２
５-

２
８
５-

１
４
０
０
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掲 　 示 　 板

ひひ ろろ ばば サークル
交流

No.817� 令和4年2月25日

「第33回全国公民館セミナー」の開催形式の変更について
　令和４年１月26日㈬〜28日㈮に開催が予定されていた全国公民館セミナーが新型コロナウイルス感染拡大の
状況から開催形式が変更されました。今回予定されているプログラムは今後の公民館運営に必要な内容であるこ
とから「収録対応」とし、全公連公式YouTubeチャンネルにて視聴できるよう公開する「オンデマンド開催」
になりました。
◆第33回全国公民館セミナー	 ❶テーマ：これからの公民館 ―アフターコロナの公民館―
	 ❷動画配信開始日（３月を予定。開始日が決定しましたら県内各市町村に連絡します。）

が
早
い
の
と
珈
琲
を
入
れ
る
の
が
と
て
も

上
手
。
図
書
業
務
を
主
に
事
務
作
業
・
利

用
者
対
応
も
担
当
。
魚
座
の
女
性
で
す
。

　

Ｉ
氏
：
公
民
館
業
務
は
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
。
す
ん
げ
〜
が
口
癖
の
世
話
好
き
。

行
事
や
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
運
営
及

び
事
務
処
理
全
般
業
務
の
ま
と
め
役
。
天

秤
座
の
男
性
で
す
。

　

Ｏ
氏
：
私
で
す
。
㈱
ア
ー
キ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
建
築
士
で
チ
ー
ム
員
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
管
理
や
運
営
と
業

務
の
潤
滑
油
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
獅
子
座
の
男
性
で
す
。

　

湯
沢
町
公
民
館
は
シ
ニ
ア
層
の
利
用
が

多
い
の
で
す
が
、
今
後
は
も
っ
と
若
年
層

の
利
用
が
多
く
な
る
様
、
工
夫
が
出
来
れ

ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ら
、『
つ
ど
い
・
ま
な
び
・
む
す
ぶ
』
を

実
践
し
、
人
と
地
域
づ
く
り
が
多
少
な
り

と
も
拡
が
っ
た
か
な
？
と
感
じ
る
時
も
あ

り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
利
用
者
の
笑
顔

に
感
謝
し
、
私
達
職
員
も
笑
顔
を
絶
や

さ
ぬ
様
、
マ
ス
ク
の
中
で
ア
エ
イ
オ
ウ
な

ど
と
復
唱
し
、
表
情
筋
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
も
努
め
、
チ
ー
ム
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
!（^^）!

　

最
後
に
、
主
な
チ
ー
ム
員
（
職
員
）
を

偏
見
ふ
ま
え
て
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｋ
さ
ん
：
チ
ー
ム
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
。

顔
が
広
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
を
ほ
ぼ
把
握
。

利
用
者
対
応
や
公
民
館
講
座
含
め
た
諸
々

業
務
を
担
当
。
獅
子
座
の
女
性
で
す
。

　

Ｈ
さ
ん
：
ク
ー
ル
で
テ
キ
パ
キ
。
仕
事

　

令
和
２
年
度
よ
り
湯
沢
町
公
民
館

の
管
理
等
業
務
を
受
託
し
て
か
ら
、

も
う
す
ぐ
２
年
が
経
ち
ま
す
。
公
民

館
は
、
地
域
住
民
の
た
め
に
社
会
教

育
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
で
あ
る
と

認
識
し
、
業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

受
託
後
の
２
年
間
を
振
り
返
る
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
と
重
な
り
、
業
務
開
始
早
々
、
休

館
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
以
後
、

現
在
に
至
る
ま
で
本
来
の
公
民
館
業

務
は
軒
並
み
延
期
・
中
止
と
な
り
、

受
託
業
務
を
満
足
に
遂
行
す
る
こ
と

が
出
来
た
の
か
な
？
と
今
更
な
が
ら

思
う
時
が
あ
り
ま
す
。
と
は
言
っ
て

も
半
減
し
た
行
事
や
講
座
・
サ
ー
ク

ル
活
動
の
お
手
伝
い
を
行
い
な
が

　

現
在
、
石
田
ヨ
シ
子
先
生
を
お
迎
え

し
、
12
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

定
期
活
動
の
他
、
刈
羽
村
文
化
祭
の
参

加
を
始
め
郵
便

局
や
福
祉
施
設

で
の
展
示
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
も
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ハ

ガ
キ
に
限
ら
ず

色
々
な
材
料
を

使
っ
た
り
、
ス

ケ
ッ
チ
に
出
掛

け
た
り
も
し
て

い
ま
す
。
絵
手

紙
は
相
手
を
想

う
心
を
届
け
る
手
紙

で
す
。
ま
ず
送
る
相

手
を
決
め
、
そ
の
方

を
思
い
な
が
ら
絵
を

描
き
、文
字
を
添
え
、

そ
し
て
最
後
に
ポ
ス

ト
に
投
函
。
こ
の
一

連
の
流
れ
を
終
え
て
初
め
て
完
成
し
ま

す
。
大
切
な
の
は
美
し
い
絵
を
書
く
こ

と
で
は
な
く
、
絵
手
紙
を
通
じ
て
相
手

と
心
の
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
会
え
な
い
お

友
達
や
お
知
り
合
い
か
ら
届
く
便
り
が
、

手
書
き
の
絵
や
文
字
だ
と
な
ん
だ
か
嬉

し
く
な
り
ま
す
ね
。�（
刈
羽
村
文
化
協
会

事
務
局　

渡
邉
阿
里
沙�

記
）

も
若
々
し

く
心
も
体

も
元
気
に

過
ご
す
為

に
、
そ
し

て
広
く
地

域
の
皆
さ

ん
の
楽
し

い
交
流
の

場
と
し
て

現
在
17
団
体
、
約
200
名
の
会
員
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
今
回
は
「
絵
手
紙
も
も
」

を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
団
体
名

は
刈
羽
村
の
特
産
品
で
あ
る
桃
か
ら
名

付
け
ま
し
た
。

刈
羽
村
文
化
協
会

　
「
絵
手
紙
も
も
」
活
動
の
紹
介

�

（
刈
羽
村
）

　

刈
羽
村
文
化
協
会
は
自
分
の
趣
味
や

教
養
を
高
め
る
場
と
し
て
、
い
つ
ま
で

「管理受託業務を
　　　��振り返って」
湯沢町公民館管理等業務受託者

株式会社アーキファクトリー　管理職員一同
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実
践
記
録
シ
リ
ー
ズ

No.817� 令和4年2月25日

が
早
い
の
と
珈
琲
を
入
れ
る
の
が
と
て
も

上
手
。
図
書
業
務
を
主
に
事
務
作
業
・
利

用
者
対
応
も
担
当
。
魚
座
の
女
性
で
す
。

　

Ｉ
氏
：
公
民
館
業
務
は
オ
ー
ル
マ
イ

テ
ィ
ー
。
す
ん
げ
〜
が
口
癖
の
世
話
好
き
。

行
事
や
講
座
・
サ
ー
ク
ル
活
動
の
運
営
及

び
事
務
処
理
全
般
業
務
の
ま
と
め
役
。
天

秤
座
の
男
性
で
す
。

　

Ｏ
氏
：
私
で
す
。
㈱
ア
ー
キ
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
の
建
築
士
で
チ
ー
ム
員
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
ま
す
。
施
設
管
理
や
運
営
と
業

務
の
潤
滑
油
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
獅
子
座
の
男
性
で
す
。

　

湯
沢
町
公
民
館
は
シ
ニ
ア
層
の
利
用
が

多
い
の
で
す
が
、
今
後
は
も
っ
と
若
年
層

の
利
用
が
多
く
な
る
様
、
工
夫
が
出
来
れ

ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�〈
基
礎
編
〉

〈
発
展
編
〉

発
展
編

講
師
と
し
て
〜
地
域
に
出
向
い
て
実
践

　
【
内
容
】

　

�　

地
域
の
公
民
館
で
高
校
生
講
師
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
講
座
を
開
催
し
た
。
高
校
生
た
ち
は
、
開
始
直
後
は
緊

張
も
み
ら
れ
た
が
、
基
礎
編
で
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
て

参
加
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
丁
寧
に

説
明
を
行
っ
て
い
た
。
講
座
参
加
者
か
ら
は
、「
ス
マ
ホ
を

使
う
自
信
が
つ
い
た
。」、「
使
い
方
が
わ
か
ら
な
く
て
困
っ

て
い
た
の
で
助
か
っ
た
。」
な
ど
好
評
を
得
ら
れ
た
。

３　

事
業
を
振
り
返
っ
て

　

�　

今
回
の
事
業
に
参
加
し
た
高
校
生
の
一
人
は
、
将
来
の

職
業
と
し
て
介
護
職
を
考
え
て
い
る
そ
う
で
、
高
齢
者
と

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
目
的
で
申
込
み
し
た
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
講
座
参
加
者
か
ら
も
今
後
の
継
続
を
望

む
声
が
あ
り
、
地
域
と
の
繋
が
り
が
薄
く
な
り
が
ち
な
高

校
生
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
新
事
業
で
あ
っ
た
が
、
結
果

的
に
双
方
の
ニ
ー
ズ
が
か
み
合
い
、
良
好
な
成
果
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。

４　

今
後
に
つ
い
て

　

�　

本
事
業
に
つ
い
て
は
今
後
も
継
続
予
定
で
あ
り
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
に
限
ら
ず
高
校
生
が
得
意
な
分
野
の
講
座
を
開

催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
事
業
に
参
加
し
て
く
れ
る

高
校
生
を
い
か
に
確
保
す
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
学
校
と
連
携
し
て
高
校

生
の
意
見
や
要
望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

参
加
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ
う
な
魅
力

あ
る
事
業
を
企
画
し
て
い
き
た
い
。

　

令
和
３
年
度
か
ら
の
新
事
業
と
し
て
、高
校
生
が
講
師
と
な
っ

て
地
域
の
高
齢
者
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）の

使
い
方
を
教
え
る
講
座
を
開
催
し
た
。

１　

目
的

　

�　

高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
講

師
を
高
校
生
が
行
う
こ
と
で
、
世
代
間
交
流
を
図
り
つ
つ
、

将
来
の
地
域
活
動
を
担
え
る
人
材
を
発
掘
・
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
若
年
層
が
地
域
と
関
わ
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
に
繋
げ
、
循
環
型
の
地
域
環
境
を
目
指
す
。

２　

内
容　
　

基
礎
編

講
師
に
な
る
た
め
に
〜
教
え
方
を
学
ぶ

　
【
内
容
】

　

�　

公
民
館
等
で
高
齢
者
向
け
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
行
っ

て
い
る
方
を
講
師
に
迎
え
、高
校
生
に
対
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
慣
れ
て
い
な
い
高
齢
者
に
対
し
て
の
教
え
方
、
高
齢

者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
、
教
え
る

側
と
し
て
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
た
。
そ
の
後
、
高
校
生

は
、
講
師
を
参
加
者
に
見
立
て
た
模
擬
講
座
を
行
う
な
ど
、

実
践
に
近
い
練
習
を
行
っ
た
。

青
少
年
活
動
事
業

「
高
校
生
ス
マ
ホ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
」

�
糸
魚
川
市
中
央
公
民
館
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編集後記

インフォメーションインフォメーション

No.817� 令和4年2月25日
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令
和
３
年
度
公
民
館
だ
よ
り
も
最
終
号
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
各
市
町
村
の
公
民
館
だ
よ
り
担
当
者
の
皆
様
や
ご
寄
稿
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
、

公
民
館
だ
よ
り
の
編
集
内
容
も
大
き
く
変
更
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん

で
し
た
。
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
公
民
館
活
動
に
役
立
つ
情
報
を

発
信
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。�

（
広
瀬
）

　

燕
市
分
水
公
民
館�

館
長　

若
月　

雅
人
さ
ん

　

令
和
３
年
４
月
に
再

任
用
職
員
で
分
水
公
民

館
長
に
就
任
し
た
。
い

ま
ま
で
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
公
民
館
業
務
に

苦
労
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
空
調
機
が
壊
れ
た
」「
ト

イ
レ
の
水
が
溢
れ
た
」「
今
日
は
１
日
中
草
刈
り

だ
」
な
ど
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
維
持
管
理
な

ら
で
は
の
事
案
も
何
の
其
の
、
現
場
に
か
け
つ

け
て
す
ぐ
に
対
応
す
る
姿
は
流
石
で
す
。
本
人

は
「
本
当
に
大
変
」
と
嘆
い
て
い
ま
す
が
…
楽

し
そ
う
だ
。

　

館
長
の
業
務
は
施
設
管
理
だ
け
で
は
な
く
、

公
民
館
行
事
は
も
ち
ろ
ん
、
青
少
年
育
成
市
民

会
議
事
務
局
も
担
っ
て
お
り
、
休
日
に
は
地
域

の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
畑
仕
事
を
行
い
、
汗

を
た
く
さ
ん
か
い
て
い
る
よ
う
だ
。
自
身
の
健

康
維
持
、
今
ま
で
積
も
り
積
も
っ
た
余
分
な
お

肉
を
減
ら
す
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
も
繋
が
っ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。

　

こ
れ
を
機
に
公
民
館
を
通
じ
て
得
た
知
識
や

趣
味
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
か
し
て
ほ

し
い
。

　
　
〔
燕
市
教
育
委
員
会�

社
会
教
育
課

�

　

石
黒
昭
彦�

記
〕

県社会教育団体懇話会（社団懇）事務局長
会開催
２月３日㈭の今年度の総括と来年度の事業を検討
する事務局長会議が開催されました。
◆内容
　１．県事業説明
　　�県教育庁生涯学習推進課・県立生涯学習推進

センター
　２．令和４年度社団懇事業計画
　　⑴　総会：令和４年７月26日㈫
　　⑵　事務局長会：令和５年２月３日㈮
　　⑶　幹事会：年２回開催　
　３．加盟団体活動状況報告（10団体）

公民館だより編集委員から検討いただき、
来年度の執筆担当を作成しました。
◆公民館だより原稿執筆担当一覧
　（818号〜823号）

視　点 ひろば サークル 素顔拝見 実　践

R4年
� 4月 事務局 南魚沼市 新発田市 妙高市

� 6月 十日町市 村上市 田上町 出雲崎町

� 8月 事務局 阿賀野市 新潟市 聖籠町

� 10月 胎内市 三条市 糸魚川市 佐渡市

� 12月 事務局 阿賀町 見附市 小千谷市

R5年
� 2月 上越市 魚沼市 柏崎市 加茂市


